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研究成果の概要（和文）：宮城学院女子大学の同窓生に関するインタビューならびに同窓会記念誌の内容文分析
を行った。その結果、同窓生インタビューからは、従来、日本の近代化を支えてきた分離した自己とは異なり、
結合した自己ともいうべき社会倫理のあり方が明らかになった。これに対して、同窓会誌のテキストマイニング
からは、卒業生に3つのコーホートがあり、それぞれに異なる生活倫理が保持されていることが示された。

研究成果の概要（英文）：We conducted interview research on graduates of Miyagi-gakuin Women 
University and contents analysis of  alumnae bulletin.
As a result, we found that they have social ethic of connected self rather  than 
separated self that had promoted Japanese modernization. And also we found there are three cohorts 
in graduates and they had separate life ethics. 

研究分野： 教育社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ミッション女子教育が、男子教育とは異なる形で日本の近代化に貢献してきたことが明らかになった。またそれ
は、男性の場合とは異なり、地域社会への参画を通じてなされてきたことが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究の代表者は、2006 – 2008 年度の科研費（基盤研究(c)）「明治期の東北地方における女

子ミッション教育の社会史」（研究課題 1853039）において、弘前女学校(弘前学院大学)を事例
に、明治期の東北地方における女子ミッション教育の検討を行った。女子ミッション教育に歴史
的に期待されてきた役割は、実学教育よりも、西洋的教養を身につけさせることにあった。この
成果を踏まえて、東北最大の女子大学・宮城学院女子大学の戦後史に注目し、女子大学離れが言
われるなか、新たな女子高等教育の可能性を模索することをめざした。 
 
２．研究の目的 
宮城学院女子大学の戦後史を事例に、①女子ミッション教育のカリキュラムの変容、②卒業コ

ーホートごとの同窓生のライフコース、③卒業生が形成したネットワークが地域文化の変容に
果たした役割の３点に焦点をしぼって女子ミッション教育が地域文化の創造・変容に果たした
役割を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究の対象となる宮城学院女子大学の戦後における女子ミッション教育の変容を明らかに

する一方で、同大学が戦後一貫して保ってきた強固な同窓会文化の持続を可能にした条件を解
明するために、ミックストメソードを用いた。すなわち、①女子大学のカリキュラムの分析、②
同窓会報への寄稿文の計量的テキスト分析、③同窓生への聴き取り調査を有機的に結びつける
ことで、戦後史にミッション女子教育を位置づけ、上記の課題に迫ろうとした。 
 
４．研究成果 
 まず、宮城女子大学のカリキュラムの変容に関する分析（天童 2021）によれば、同大学は 2015
年より、カリキュラム改革の一環として基礎教育科目が刷新され、全学生向けに開講される「MGU
スタンダード」科目が具体化した。その特徴と構成は、①女性としての生き方を問い、将来の方
向性を考える教育科目の充実（キリスト教学、女性と人権、社会保障と福祉など）、②大学生、
社会人として必要な基礎スキルの修得（基礎演習、外国語、情報処理など）、③キャリアデザイ
ン科目の 3つの柱である。土台にあるのはリベラル・アーツ（教養教育）重視という同大学の一
貫した教育姿勢である、という。 
この教育姿勢にみられるように、職業訓練的教育にのみ特化することなく、リベラル・アーツ

の重視という伝統を保持してきたことは、宮城学院女子大学というドイツ改革派の福音主義の
もとに創設されたミッション・スクールの特質といえる。というのは、建学の精神に記された「真
理の追究と隣人愛、人類の福祉と世界の平和に貢献する人間（女性）を育てる」との意思は、現
代社会が希求する、新自由主義的市場原理の行き過ぎから生み出された「脱人間的不平等社会」
に対抗しうる、もう一つの価値の再発見（隣人愛、平和、他者のための共生といった）世界的課
題につながるためである。それはケアの倫理というフェミニズム倫理学にも通じる側面をもつ。 
幅広い教養と専門的知識をあわせもつ知性、キリスト教主義に基づく人格の陶冶を教育的使

命とする限り、昨今の高等教育が陥る過度の教育の商品化、「市場枠組みの大学」（Calogiannakis 
etal. 2014=2017:370）とは一定の距離をとる教育の場であり続けるだろう。 
 次に、宮城学院のキリスト教主義的リベラルアーツの伝統が、同窓生においてどのように身体
化されているかを明らかにするため、同窓生のライフコースに関する聞き取り調査を行った。今
回は、同窓会役員経験者に対するインタビューを行った。その意味では、話者は卒業生の平均的
な姿ではなく、同窓生の世界の一面が顕著に現わされた事例といえる。それゆえに、同窓生に見
出される生活史上の特徴（思想や行動、ライフコース）の一面が明晰に現れる。こうした代表的
人物の像は、数こそ少ないものの「理念型」として、同窓生の生活世界を理解する上で手掛かり
を与えるものとなる。 
 そのうち、相澤ほか（2021)では、同窓会を長年支えてきた人たちへの聴き取りから、まず、
宮城学院の同窓の縁でのつながり、つきあいを拠り所にした戦後の女性の生き方、それも伝統の
枠に収まらない新しい生き方が確認された。この当時、学界のみならず社会でも、大塚久雄や丸
山真男に代表され、家族や共同体からの分離によって成り立つ自律した個を理想とする個人主
義が注目されていた 。これに対して、宮城学院同窓生の事例が示唆するのは、大塚に代表され
る戦後の個人主義思想の源泉のひとつとなった内村鑑三の無教会主義を含む、近代日本のプロ
テスタンティズムの宗教圏から、この時代に、大塚や丸山らが打ち出したものとは違うタイプの、
戦後の新しい生き方をする女性たちに体現された個人主義が出現していた可能性である。さら
には、そうした女性たちの出現を可能にした社会的条件のひとつとして、ミッション系女子教育
機関の存在が考えられるということである。 
 こうした女性たちの生き方を特徴づけるのが、分離ではなく、ネットワークである。いち早く
女性のつきあいの世界やネットワークを研究し、その重要性を強調した天野（2012）も、ミッシ
ョン系女子教育機関とその同窓生の世界を、本格的な研究の俎上にはのせてはいなかった。それ



ゆえに、このようなライフヒストリー研究から、戦後の思想を検討する余地や、女性史、戦後の
社会史の空隙を埋める学問的意義も展望できる。さらに、戦後の思想を検討するに際しても、ミ
ッション系女子高等教育機関で学んだ人々の体験やライフストーリーの聞き取りは、思想家中
心の思想史にはなかった知見や論点を提示する可能性を有する 。 
さらに、個人の自律性と自己責任が過度に強調され、ともすれば個の孤立や生きづらさが露わ

になっている現代社会にあって、支え合いやケアに依拠する個人主義のあり方は、個人のあり方
の問い直しという点でも、その現代的意義が社会的にも評価されるものである。 
 加えて、こうした女性の新しい生き方を可能にしていた社会的条件として、先行する世代の同
窓生たちが地域に存在していたことの重要性を確認しておかねばならない。家族、親族に宮城学
院の同窓生が存在し、その人たちも宮城学院とそこでの教育、文化的体験についての集合的記憶
を共有していた。家族や親族の間での集合的記憶に、同窓の記憶が深く食い込んでいるわけであ
る。こうした人々が、伝統的な地域やイエの世界を、少しずつ変えていった可能性である。しか
も、家族・親族に食い込むことによって、宮城学院が同窓生に与えた影響が持続性を見せている
こともうかがわれた。以上の点を踏まえ、今後、上記の変化の後に現れた女性や家庭の姿が、学
校の創設者である女性宣教師たちが目指した、近代家族的「クリスチャン・ホーム」の理念とい
かなる連続性と距離を見せているか、これが同窓生全体の傾向、あるいは他の世代の同窓生にも
確認されるかどうかといった問題が検討される必要があろう。 
 最後に、片瀬（2021）が、上記の知見を踏まえて、創立 110 年、120 年、130 年の節目に刊行
された同窓会誌に寄せられた同窓生の寄稿文をテキスト・マイニングによる計量分析を行った。
テキスト・マイニングのソフトウェアには KHcorder（樋口,2014）を用いた。このソフトウェア
は従来のテキスト・マイニング・ソフトの利点を接合することで①多変量解析によって分析者の
もつ理論や問題意識の影響を極力受けない形で、データを要約・提示する、②コーディング・ル
ールを作成することで、毎時的に理論仮説の検証や問題意識の追求を行う、といった特徴をもつ
（樋口,2014:19）。分析に先立って記念誌寄稿をその卒業時期によって表１のような３つのコー
ホートに分けた。 

 
表 1 記念誌寄稿者の卒業コーホート 

コーホート 卒業年次          寄稿者数 

コーホート１ 1909-51 年 旧制高等女学校・女子専門学校時代の卒業生 24 

コーホート２ 1952-79 年 新制女子高等教育の始まり（二番町校舎入卒業者） 26 

コーホート３ 1980 年- 女子高等教育の展開（桜ケ丘校舎卒業者） 20 

 
次に寄稿文で用いられた語の頻度から各コーホートを特徴づけたが、コーホートと語の関連

の強さを表す Jaccard の類似度測度 を用いてコーホートを特徴づけることもできる。表 4は各
コーホートとの関連性の強さから、記念誌３集にわたる語句の付置関係を対応分析 という手法
で分析し、そのなかで３つのコーホートがどのような位置を占めるか確認した。その結果は図１
に示した。 
 また、3つのコーホート（C1～C3）とその周辺に位置する語を円で囲み、C１から C2を経て C3
に至る経路を矢印で示した。 
まずコーホート１の周囲には、「礼拝」「キリスト教」「聖書」「教会」「女子」といった女子ミッ
ション教育や、「ピアノ」といった西欧文化に関する語が並ぶ。これに対して、コーホート２の
円には「人生」「社会」「家族」「女性」「茶道」など多様な語が入っている。対応分析の散布図の
縦軸（第二軸）は主としてコーホート１と２を弁別する軸であるが、語の配置からみて、第二軸
+の方向（上）は西欧的・キリスト教的文化・教養を示し、－の方向（下）は日本的・家族的文
化・教養を表すものと解釈できる（二軸の一番下には「茶道」がある）。 
これに対して、コーホート 3 の円には「自分」「環境」「経験」などに加えて「英語」「外国」

「会社」「仕事」「研究」といった語が含まれる。ここでは英語などを活かして海外で仕事をした
り、教育・研究活動をするといった専門職的なスキルが含まれる。第一軸（横軸）は原点を中心
に見ると、このコーホート３をコーホート２および１から区別するものであるから、+の方向（右）
に専門職的な女性のライフスタイル、-の方向（左）にキリスト教的文化と家族的文化が位置す
ることになる。以上、記念誌に投稿された同窓生の寄稿文を３つのコーホートごとに分析するこ
とで、戦前期から現代にいたる宮城学院の教育一端を明らかにすることができた。 
 
 
 
 
 



 
 それによると、戦前期は西欧的・キリスト教的文化資本が支配的な学校文化となっていたの
に対して、戦後前期は結婚・出産後は家庭に入るという女性の標準的なライフコースを反映し
て、日本的・家族的な文化が同窓生の集合的記憶として語られていた。最後に最も新しいコー
ホート３では、英語などを活かして国際的な仕事や教育・研究活動をするといった専門職的な
スキルが大学教育に求められるようになった。しかし、これまでの検討から明らかになったよ
うに、歴史的にみると、ミッション・スクールは、高等女学校令の良妻賢母主義にあらがう形
で、実学よりもキリスト教を中心とした西欧的リベラル・アーツの教授を標榜してきた。しか
し、戦後になると女子ミッション教育を取り巻く環境は大きく変わり、女子大学もその変化に
対応する形で再編を余儀なくされてきた。とくに戦後は女性の社会進出がすすみ、1985 年の男
女雇用機会均等法の制定、97 年の同法の改正によって、女性が男性並みに働く法的環境が整っ
た。たしかに、女性がその能力を生かして長く働き続けるには、専門的な知識やスキルを身に
つける必要があることは言うを俟たない。またそれを証明する資格を取得することも不可欠で
あろう。しかし、そうした専門的知識やスキルも、リベラル・アーツに代表される教養によっ
て基礎づけられるとき、はじめて生きた「知」となることも事実である。その意味で、ミッショ
ン・スクールがずっと保持し、教授してきたリベラル・アーツの伝統は今後も引き継がれてい
くべきものであろう。 
 かつてプロテスタンティズムの禁欲倫理が、勤勉な労働生活を生むことで、結果的に資本主義
の精神を形作ったという歴史の逆説を明らかにしたウエーバーは、その著作（Weber,1905=1989）
の末尾に「精神なき専門人」が出現する危惧を述べた。それによると、もともと宗教的倫理に裏
打ちされていた経済活動から倫理が失われることによって、あくなき営利の追求が「精神なき専
門人」によって行われることになる。その結果、手段を選ばぬ過酷な競争がおこなわれることに
なる。この営利追求の競争という資本主義の「鉄の檻」のなかで、かつては資本主義の精神であ
った「天職への献身」「勤勉の美徳」を失ったまま、「精神なき専門人」として生きる無価値な人
間になってしまうという。翻って、これからの女性が、大学で身につけた能力を活かしてグロー
バル化した世界で活躍していくためにも、専門的知識とともに、人間への洞察や倫理をもたらす
リベラル・アーツは不可欠のものと言える。宮城学院女子大学が戦前の宮城女学校・女子専門学
校以来、継承してきたキリスト教にもとづくリベラル・アーツは、今後も大学教育の基礎として
継承されるべきものと考えられる。 
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